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|まじめに

河口ば浜と,||との接点であり、相方の力を受|する場である。河口現象|ま、河口″卿llの挙動をはじめとして非常

に複雑であるが、これは海と川における氷と土秒の運動が兵更であり、これらが/11互に影響しあうにめである。

このうち河口からの茨水の流出と、これによる土″)の流出淮額は、川の力が卓越した現象であり、深"月晰題や港

計 画等に対して重要ゼぁるにもながれらず、これまぞ実際の観測レ|は'〉ながった。本論文|す、解細“年8月米

米による石痛川河口部の地形の友形とその後の復元実態にフいて、56年7月,8月 ,9月 ,10月に測量された精

果に基づぃて派告するものである。

1.昭 和“年8月の石幕)||の来氷概要

今回の来氷は、前半都が寒介前線、
/rn半部が台軋と、2つの大雨項因が都介的|〔重なり合| な`がうほぼるズ立F

相次ぃで北海道に作日しr_ためにおこつたものぞある。このため所往最大であった昭和50年8月沃氷と比較する

と、降雨時間も長く、雨量も2倍 とはつている。(1百和50年8月は,73m,56年 8月は2"mm)こ の2山降雨

のため、石輝川は全‖|を通して水社が上昇し、日///橋,岩 見沢大橋,石輝大橋等、中下流部の観測yL「点で計画南

水位をも上自る大出水となつた。(看継 橋地魚で1ま、計画高水位a752に 対して9、23■を記録、斯往最大は"

年8月の792■) 尚 、ピング流量は看府大橋で′′θθθ■
3/sでぁった。(8月 6曰2関→

2 水 氷時の流滉

茨水時の航空写真と、これに基づぃて解析された流速分布図を下に示す。(この写真は米米のピ
ーグがら約Ю

時膚ν麦|■警詩移されたものである)ソ しく流は髭鶴而媚む〔沿ってその意ま井含|■のが、導流堤の完端がら約 1初のと

ころで流れがムがってぃる。河口をりむ7//で方囃 状の自 派ヽ が見えるが、 こイ|ょ六水流のジヤンプと膚波とが

重なりあったものであると考えられる。X資 のコングー函と重ねて計ると、 この練はほぼ
｀
 θ■のコングーと一

致していることがわがる。また流速分布を見ると、茨水流の最大流速(中間地、デルダ河道の全域での)は、海

岸の汀線と河道の交点あたり|(6%以 上の部分が存在しており、 これは木下哀作氏が解 調査がら明うかにした

こととも一致している。この都介を通過した後、茨米流は1度減速し、導流動 鮒制t近の減くなる部分で、再び

4%以 上となっている。これメ上の海,狛部について|ま、標だ点が無いため|〔渡 仰路斤ができないが、X/hlllllの存在

|〔より咸くr2‐るI(つれて、ますます流潤印ま着加すると考えら久る。
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写真―1 石村サ)1河rlの大水時続嘔イ票

昭4rr“年8月6日爆晴10倉孝貢影

図―1 看頌り‖河rlのメ水時の流速分布

たの写真を解析すること|〔より作成
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